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今月のトピックス 

地域の歴史に親しむ講座（事前申込不要・無料） 

「国学者 大館高門について」 

日 時   １１月９日（土）午後２時 

集合場所 図書館２階 大集会室 

講師   浅井厚視氏（あま市教育委員会） 

国学者・歌人・医者と様々な顔を持つ大館

高門（おおだち たかかど）。本居宣長の門

人で江戸後期に活躍した海部地域ゆかりの

人物です。その非凡な才能を解説します。 

コンサートから広がる音楽の世界 
毎年恒例の図書館コンサートが今月１７日（日）に開催されます。（※） 

生の演奏に触れると、何か楽器を始めたくなりませんか。 

今回は楽器の演奏のハウツーを中心に音楽の図書・雑誌を紹介します。 

（※芸術の秋 図書館コンサートの入場整理券配布は全て終了いたしました。 

御了承ください。） 

●『はじめてのたのしいピアノの弾き方』 自由現代社 763.2 ハ 

●『超やさしい楽譜の読み方』 甲斐彰/著 音楽之友社 761.2 カ 

●『やさしいヴォーカル入門』 福島英/著 成美堂出版 767.1 フ 

●『初心者のフルート基礎教本』 山下兼司/著 自由現代社 763.7 ヤ 

●『Piano』 月刊誌 ヤマハ株式会社 

◆特別整理休館と本のリサイクル◆ 
11月 1４日（木）～2６日（火）は、蔵書点検のため全館休館させていただきます。 
本を返却される方は、本館ブックポスト、または津島駅案内所ポストまでお願いいたします。 
 
また３０日（土）より、使われなくなった本・雑誌のリサイクルを行ないます。 
お一人様５点まで、無くなり次第終了いたします。ご利用ください。 

予告『歴史写真集 津島』 第３輯 
（１２月上旬刊行予定） 

津島の歴史を写真でつづる『歴史写真集 

津島』第3輯の刊行を予定しています。 

今回は戦後と伊勢湾台風を主題に、今まで

収集した写真を解説と共に紹介します。 

特に伊勢湾台風はつらい記憶として今も

残っている方はいると思われます。戦争や

災害の記憶を風化させること無く、後世に

伝えられる資料になればと願っています。 

 
記録映像から見る昔の海部津島③（事前申込不要・無料） 
日時：１１／３（日）午後２時～ ／ 場所：図書館２階大集会室 

「昭和初期の津島と飯田毛織」（６１分）※図書館で制作・所蔵しているＤＶＤの上映です 

 



 
新 着 図 書 

『北条氏年表』    黒田基樹／著 高志書院 288.3 /ホ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 
（蔵書点検を含む） 

１４日（木）～２６日（火） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『津島の山車祭』黒田剛司・横井誠/著 

『悪道』〔３〕森村誠一/著 

『街歩き・里歩きの名水・湧水散歩』南正時/著 

『皇室ゆかりの逸品《厳選４７》』 

『たぶんねこ』畠中恵/著 

『あの日、僕は旅に出た』蔵前仁一/著 

『向田邦子』 

『神曲プロデューサー』杉井光/著 

『スーパー図解坐骨神経痛』 

『東京にオリンピックを呼んだ男』高杉良/著 

← 尾張津島秋祭りの研究本。その歴史を資料と共に解説。 

← 『小説現代』連載のシリーズ第３弾を単行本化。流英次郎が巨悪に挑む。 

← 日本各地の名水を津々浦々現地案内も含めて紹介。 

← 皇室御用達の中から選りすぐりの品々を食べ物から衣料品まで。 

← 人気連載小説「しゃばけ」シリーズ第１２弾。表題作と全５編を追加。 

← 世界中を旅した30年間のバックバッカ―の旅を語る。 

← 作家、脚本家だけでなく、その魅力的な生き様に没後も人気の高い彼女の特集本。 

← 音楽業界を舞台としたお仕事小説。数々の難題もあり恋もあり。 

← 坐骨神経痛の特徴・対処法を分析して、最良の治療法を導き紹介する。 

← 昭和の東京五輪招致に貢献した和田勇の波乱の生涯。 

 関東平野で一大勢力を築いた戦国時代の雄、後北条氏。 

宗瑞（早雲）から始まり氏直までの５代に渡る、全年度の歴史を

順に追いながら研究・解説した一冊です。 

素浪人から城主となり基盤を創った宗瑞、武田信玄や上杉謙信

と戦い抜いた氏康、豊臣秀吉の小田原攻めにおいて空転の会議と

なり故事になった「小田原評定」の氏直まで、北条氏が大大名に

成り上がるまでの数々の知略、謀略の９８年間は一体どんなもの

だったのかその歴史を紐解いてみましょう。 

 


